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受賞題目：「アルプス型かんらん岩の岩石学的研究｣ 

 

受賞理由 

 小畑正明会員は，40数年にわたる世界各地のアルプス型かんら

ん岩の研究において，綿密な地質調査と観察に基づき，岩石学的

アプローチからマントルに動的な描像を与え，ことに，マントル

の部分溶融とマグマの発生・移動・結晶分化プロセスの解明に貢

献してきた。その成果は世界的に知られる多くの論文として出版

されている。 
まず，かんらん岩中の，かんらん石およびAlに富む相と平衡共

存する斜方輝石中のAlのアイソプレスを世界に先駆けて計算し，

斜方輝石中のAlの溶解度が，地質温度計・圧力計として使用でき

る可能性があることを指摘し，その後の地質温度計・圧力計の発

展に貢献した。こうした理論的研究に加え，スペインのロンダか

んらん岩体の研究は，それまでのマントルの描像を大きく変える，

以下のような意義があった。(1) かんらん岩体全体が変成分帯でき

ることを示し，単一岩体中に，ザクロ石かんらん岩相，スピネル

かんらん岩相，斜長石かんらん岩相が整然と配列することを明ら

かにした。(2) 当時地球科学界で先駆的だったEPMAを用い，鉱物

の組成累帯構造を評価した上で地質温度計・圧力計を適用し，単

一岩体中に複数の異なった温度圧力履歴を見いだした。その上で，

このような履歴の違いは，上昇するかんらん岩体中の冷却速度が，

岩体境界からの距離によって異なるために実現しうることを示し

た。(3) かんらん岩に挟在するマフィックレイヤーは初生的にはメ

ルトから結晶分化して生じた沈積岩（キュムレイト）であること

を示した。ロンダかんらん岩でみられた(3)のような傾向は，後の

幌満かんらん岩体での研究でも確認された。またイタリアのウル

テンタールのザクロ石かんらん岩の研究では，スピネルかんらん

岩がザクロ石かんらん岩に転移するプロセスを明らかにした。 
上記(1)の成果では，ザクロ石かんらん岩相の広がりの認定にお

いて「ケリファイト（シンプレクタイト）」がもともとザクロ石で

あったことを組成的に復元したことが大きな意義を持った。こう

した重要性から，小畑会員はその後もケリファイトの研究を精力

的に進め，従来粒径のそろった細粒結晶集合体であると認識され

ていたケリファイト構成結晶のうち，斜方輝石は粗粒な結晶から

なることを，EBSDを用いた研究から明らかにするなど，ケリファ

イトの形成プロセスの理解を進めることに貢献した。 
イタリアのバルムッチャかんらん岩からは，世界で初めての超

塩基性シュードタキライトを発見・記載し，マントルにおける深

部地震の震源過程を，岩石学的に解き明かす試みを推進した。 
マントルかんらん岩は非常に長い時間にわたる履歴が上書きさ

れて保存されている岩石であり，マントルにおけるマグマの結晶

分化プロセスや部分溶融プロセスを読み取るにはよりシンプルな

プロセスを取り扱う必要があるとの考えから，小畑会員は層状貫

入岩体やミグマタイトの研究も精力的に行った。層状貫入岩体は

その場でのマグマの結晶分化作用を記録し，ミグマタイトはマン

トルに比して短時間での，原岩物質も比較的明らかな部分溶融プ

ロセスが見えるという利点がある。 
 

 
 
室戸岬層状はんれい岩体の研究では，化学組成の再平衡化など

の結晶集積後プロセスの影響により集積初期の情報の抽出が一般

に困難とされる沈積岩について，結晶とメルトの集積・分別の効

果を定量的に表した形成モデルを提案するとともに，結晶集積プ

ロセスとその後のプロセスとの区別に結晶数密度を用いた解析法

が有効であることを示した。また，従来主観的，経験的な記述に

なりがちであった岩石組織情報を，空間相関関数や結晶数密度を

用いて定量的に表現する試みは当時先駆的であった。 
ミグマタイトの研究では，オーストラリアのクーマ地域や，肥

後変成帯を舞台に，地殻の部分溶融に関する研究を進めた。特に

肥後変成帯での研究では，部分溶融で生じた優白質花崗岩類が，

その主たる形成場である最高変成度地域ではなく，ミグマタイト

が存在しない，より浅所に分布の極大を持つことを示した。すな

わち，部分溶融帯で生じたメルトが約5 kmのオーダーの距離を上

方に移動したことを示し，地殻の部分溶融プロセスと花崗岩質マ

グマの形成・移動・集積過程の理解に貢献した。 
2002年には第4回国際レルゾライト会議を北海道様似町で開催

し，国内準備・実行委員会委員長を勤め，我が国のマントル岩石

学の国際化に貢献した。 
また，これら専門分野における研究業績のみならず，本会の母

体の1つとなった日本岩石鉱物鉱床学会会長として，岩石鉱物鉱床

学の発展に大きく寄与した。以上のように，小畑正明会員は日本

鉱物科学会賞に相応しい人物と認め，推薦致します。 
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